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平成３０年第１回竜王町議会定例会（第１号） 

                            平成３０年３月１日 

                            午後１時００分開会 

                            於 議 場 

１ 議 事 日 程（第１日） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第 ２号 竜王町有線放送施設の設置および管理に関する条例 

日程第 ４ 議第 ３号 竜王町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条 

            例 

日程第 ５ 議第 ４号 滋賀竜王工業団地維持管理基金条例 

日程第 ６ 議第 ５号 竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議第 ６号 竜王町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運 

            営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議第 ７号 竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議第 ８号 竜王町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 議第 ９号 竜王町国民健康保険事業、財政調整基金の設置、管理およ 

            び処分に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 議第１０号 竜王町介護保険条例の一部を改正する条例 

日程第１２ 議第１１号 竜王町指定居宅介護支援の事業者の指定ならびに指定居宅 

            介護支援等の事業の人員および運営に関する基準を定める 

            条例 

日程第１３ 議第１２号 竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および 

            運営に関する基準を定める条例 

日程第１４ 議第１３号 竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設 

            備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに 

            係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を 

            定める条例 

日程第１５ 議第１４号 竜王町指定介護予防支援の事業者の指定に関し必要な事項 

            ならびに指定介護予防支援等の事業の人員および運営なら 

            びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な 

            支援の方法に関する基準を定める条例 
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日程第１６ 議第１５号 竜王町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１７ 議第１６号 竜王町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一 

            部を改正する条例 

日程第１８ 議第１７号 竜王町産業振興にかかる特別措置に関する条例の一部を改 

            正する条例 

日程第１９ 議第１８号 竜王町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の一部を 

            改正する条例 

日程第２０ 議第１９号 竜王町山面工業団地地区計画の区域内における建築物の制 

            限に関する条例の一部を改正する条例 

日程第２１ 議第２０号 竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

日程第２２ 議第２１号 平成２９年度竜王町一般会計補正予算（第９号） 

日程第２３ 議第２２号 平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第３号） 

日程第２４ 議第２３号 平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第４号） 

日程第２５ 議第２４号 平成２９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第４ 

            号） 

日程第２６ 議第２５号 平成２９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第２７ 議第２６号 平成２９年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            ２号） 

日程第２８ 議第２７号 平成２９年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第２９ 議第２８号 平成３０年度竜王町一般会計予算 

日程第３０ 議第２９号 平成３０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）予算 

日程第３１ 議第３０号 平成３０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）予算 

日程第３２ 議第３１号 平成３０年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

日程第３３ 議第３２号 平成３０年度竜王町介護保険特別会計予算 

日程第３４ 議第３３号 平成３０年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第３５ 議第３４号 平成３０年度竜王町水道事業会計予算 

日程第３６ 議第３５号 平成３０年度竜王町下水道事業会計予算 

日程第３７ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１１名） 

 １番 菱 田 三 男   ３番 若 井 猛 志 

 ４番 森 島 芳 男   ５番 森 山 敏 夫 

 ６番 内 山 英 作   ７番 松 浦   博 

 ８番 古 株 克 彦   ９番 貴 多 正 幸 

１０番 山 田 義 明  １１番 岡 山 富 男 

１２番 小 森 重 剛    

３  会議に欠席した議員（１名） 

 ２番 小 西 久 次    

４  会議録署名議員 

 ８番 古 株 克 彦   ９番 貴 多 正 幸 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 西田 秀治  教育委員会教育長 甲津 和寿 

副 町 長 杼木 栄司  総 務 主 監 山添みゆき 

住 民 福 祉 主 監 兼 
発 達 支 援 課 長 嶋林さちこ  産 業 建 設 主 監 井口 和人 

主 監 心 得 兼 
未 来 創 造 課 長 奥  浩市  会 計 管 理 者 西川 良浩 

総 務 課 長 川嶋 正明  税 務 課 長 寺嶋  要 

生 活 安 全 課 長 図司 明徳  住 民 課 長 森岡 道友 

福 祉 課 長 心 得 間宮 泰樹  健 康 推 進 課 長 中原 江理 

農 業 振 興 課 長 井口 清幸  商工観光課長心得 岩田 宏之 

建 設 計 画 課 長 森  徳男  上 下 水 道 課 長 込山 佳寛 

教 育 次 長 兼 
教 育 総 務 課 長 

田邊 正俊  学 校 教 育 課 長 森  幸一 

生 涯 学 習 課 長 竹内  修  
 

 

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 知禿 雅仁  書 記 奥  智子 
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開会 午後１時００分 

○議長（小森重剛） 皆さんこんにちは。ただいまの出席議員数は１１人でありま

す。よって定足数に達していますので、これより平成３０年第１回竜王町議会定

例会を開会いたします。 

会議に入ります前に町長より発言の申し出がございますので、これを認めるこ

とにいたします。西田町長。 

○町長（西田秀治） 皆さん、こんにちは。平成３０年第１回竜王町議会定例会の

開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

本日、平成３０年第１回竜王町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各

位におかれましては、何かと御多用の中を万障お繰り合わせの上、御出席いただ

き、厚く御礼を申し上げます。議員の皆様方には、ますます御健勝にて日々議会

活動に御専念いただき、併せまして町政万般にわたり格別の御指導と御鞭撻を賜

っておりますことに、衷心より厚く御礼申し上げる次第でございます。 

韓国、平昌で開催されました第２３回オリンピック冬季競技大会は、２５日に

閉幕し、冬季大会史上最多となるメダルを獲得されたところでございます。開催

中には、連日、日本人選手の活躍が報道されていましたが、特に若い選手の活躍

が印象的であり、大きな希望を与えていただいたところでございます。 

２０２４年には、滋賀県において、第７９回国民体育大会及び第２４回全国障

害者スポーツ大会が開催予定でございまして、本町では、スポーツクライミング

競技が実施される内定をいただいておるところでございます。 

本町といたしましても、２０２４年に向けまして、スポーツクライミングの魅

力や楽しさを町内に発信し、興味・関心を高める取り組みを進めるとともに、ス

ポーツを通じた健康づくりを推進してまいりたいと考えているところでございま

す。 

本定例会では、平成３０年度当初予算（案）を上程させていただきます。 

一般会計におきまして、前年度と比較いたしますと、総額は若干の減少となり

ますが、工業団地関連予算を除きますと３．３％の増としており、積極的予算と

して編成させていただいたところでございます。 

財政状況につきましては、厳しい状況ではございますが、重点施策プロジェク

トを力強く推進し、「活力」・「安心」をキーワードに、本町が直面する課題の

解決に向けて着実に取り組んでまいります。 

さて、このキーワードに関連いたしまして、「活力」という点に関しましては、
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本年６月には、滋賀竜王工業団地へ初めて進出されました企業が操業を開始され

ます。続いて、第２、第３と企業進出の見通しが立ち、さらには、滋賀山面工業

団地内での動きもございまして、躍動感を実感しているところでございます。 

「安心」という点に関しましては、今年度新規事業として開始いたしました

「支え合いしくみづくりモデル事業」につきましては、鵜川自治会と林自治会に

取り組んでいただき、その内容を先月８日に報告会として発表をいただいたとこ

ろでございまして、来年度には、その発展と新しい自治会からの挑戦を期待して

いるところでございます。 

今年度の取り組み、活動をより一層加速させ、明るく元気で活力あふれる強い

まち竜王町、次世代に誇れる竜王町をつくる施策の実現に向け、鋭意努めてまい

りますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

本定例会におきましては、条例案件１９件、補正予算案件７件、当初予算案件

８件を上程させていただきます。 

本定例会に提案申し上げます３４案件につきまして、慎重なる御審議を賜り、

適切な御結論をいただけますようお願い申し上げ、開会に当たりましての御挨拶

とします。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○議長（小森重剛） これより本日の会議を開きます。 

皆さんのお手元に議会諸般報告書並びに竜王町議会会議規則第１２６条の規定

による議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろしくお願いをいたします。

なお、説明は省略いたしますので御了承願います。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小森重剛） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第１２５条の規定により、８番 古株克彦議員、９番 貴多正幸議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（小森重剛） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日３月１日から３月２８日までの２８日間といたしたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 
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［「異議なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） 御異議なしと認めます。よって本定例会の会期は、本日３月

１日から３月２８日までの２８日間と決定いたしました。 

なお、会期の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により会

議を進めてまいりたいと思いますので、御協力のほどをお願い申し上げます。 

これより、一般行政について町長より、また、教育行政について教育長より、

それぞれの方針表明の申し出がありますので、これを認めることにいたします。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） 本日、ここに平成３０年第１回竜王町議会定例会を開催し、

提出いたしました諸案件の御審議を願うに当たりまして、新しい年度に向けた町

政の執行について、その方針を申し述べさせていただきます。 

国におきましては、一億総活躍社会の実現を目指し、三本の矢を強化して、

「新・三本の矢」、「戦後最大の名目ＧＤＰ６００兆円」、「希望出生率１．

８」、「介護離職ゼロ」を放ち、少子高齢化という構造問題から正面から立ち向

かい、成長と分配の好循環の実現に向けての取り組みを展開されているところで

ございます。 

また、引き続き「経済再生なくして財政健全化なし」を基本とし、６００兆円

経済の実現を目指すため、生産性革命と人づくり革命を車の両輪として、少子高

齢化という最大の壁に立ち向かっていくこととされております。 

さて、本町におきましてもたくさんの課題を抱えておりますが、最大の課題は、

人口減少でございます。いま一度、地域や町民の皆さんと行政がこの現実を再認

識し、知恵を結集し、連携して行動することで、人口減少に歯止めをかけつつ、

活力あるまちを維持できるよう努めてまいりたいと考えております。 

本町の将来像を描くうえで、私は、竜王のよき点はしっかりと継承し、閉塞感

や停滞感などを感じる点は大胆に刷新・改革することで、新風、新しい風を吹き

込み、明るく元気で活力溢れる強いまち竜王町を創っていく、次世代に誇れる竜

王町を創ることが必要と考えております。 

平成２９年２月に開催いたしました、“わがまち竜王町”まちづくりフォーラ

ムにおきまして、「明るく元気で活力溢れる強いまち竜王町」、「次世代に誇れ

るまち竜王町」の実現に向けて、これからのまちづくりについての具体的な方策

を提案させていただいたところでございますが、この方向性については、町民皆

さん方とも共有をしていくことが大切であると考えております。 
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今後、高齢化がますます進む中におきまして、本町に限らず、行政だけであり

とあらゆることについて対応していくことは、既に限界を迎えておるところでご

ざいまして、町民皆さんと今後の方向性を共有し、ともにそれぞれの役割を発揮

することが重要であると考えるところでございます。 

全ての町民の皆さんが、まちづくりの当事者意識を持って、主役として活躍し

ていただける環境づくり、地域の活力を引き出していく取り組みこそが、行政に

今求められているところでございます。 

昨年１１月からは、「おじゃまします、町長です」と銘打って、町民の方々と

意見交換会を開催し、多種多様な団体の会議等にお邪魔をいたしました。 

意見交換会に際してのルールとして、あんなことをしてほしい、こんな施設を

つくってほしい等の要望の前に、「このことより」を発信していただくことで、

今後の取り組みに活かしていける貴重な場となったところと考えております。 

まちの取り組みや私自身の考え等もお伝えし、双方向のやりとりをさせていた

だき、建設的な意見交換もさせていただきました。また、それぞれの団体で明確

な目的をもって精力的に活動されていることに、感銘を受けたところでございま

す。 

こうした各種団体の取り組みを引き出し、活躍の場を広げていくことで、竜王

町の有する潜在的な可能性が発揮され、新たなまちづくりへ挑戦し続けることが

できると考えております。 

さらに中長期的な課題につきましても、解決に向けてしっかりと方向性を見出

していく必要性があり、具体的な行動に向けて知恵を出し合っていきたいと考え

ております。 

まず、基本政策として、新たなまちづくりのための１つ目は、「成長戦略の策

定、実践、実行」、２つ目は、「教育、福祉、医療、社会インフラの充実」、３

つ目は、「魅力ある農業の創生」、４つ目は、「安心安全のまちづくり」、５つ

目は、「高品質の行政サービスの提供」の５つを実行してまいります。 

この５つの基本政策を実現していくために、何よりも成長こそ元気・活力のも

とであると考えておりまして、町内に内在する豊富な人材や恵まれた自然を最大

限に活用しつつ、地方創生・成長戦略を実践していく必要があると考えておると

ころでございます。 

滋賀竜王工業団地への企業誘致や新たな起業家の発掘育成により雇用を創出し

つつ、土地の有効活用、新たな住宅地の提供によりまして、就業人口や子育て世
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代の増加を図るとともに、本町が誇る魅力ある竜王産品の真のブランドづくりの

推進とさらなる情報発信に取り組んでまいります。 

併せて、成長するためには、子どもの数が増えることも必要だと考えておりま

す。このためにも、若い世代に町内で１人でも多くの子どもを安心して産み、育

てられる環境づくりが重要であると考えております。加えまして、生まれてきた

未来を担う、その子どもたちの教育環境を整えることも、重要だと考えておりま

す。 

このことが、若い世代が竜王町に住みたい、住み続けたいと思っていただける

理由の１つとなりまして、定住・移住の好循環を創り出したいと考えておる次第

でございます。また、成長するためには、全ての方が安心し、活き活き暮らせる

ことも必要だと考えております。このために、防災・防犯体制の充実と強化を図

るとともに、地域医療や介護、福祉の充実を図ってまいります。 

これらの政策を実行するために、「活力」と「安心」をキーワードといたしま

して、１本目の柱として「活力あるまち創り」、２本目の柱として、「安心して

暮らし続けられるまち創り」という２つの柱を立てまして、１本目の柱では、企

業誘致・教育力・発信力・拠点整備の施策に、２本目の柱では、公共交通、子育

て支援、健康福祉、総合防災の施策に挑戦をしてまいります。 

さらに、これらの事業につきましては、重点施策として、平成２９年度に立ち

上げましたプロジェクトチームにより組織横断的に取り組みを実施し、着実に進

めてまいります。 

まず、１本目の柱の「活力あるまち創り」に挙げました「企業誘致」では、工

業団地への企業誘致を契機といたしまして、若者定住対策と雇用の促進を図って

まいります。具体的に申し上げますと、滋賀竜王工業団地への企業誘致を早期に

実現し、町有地の活用を進め、集合住宅、社宅の開発を支援してまいります。 

次に、「教育力」では、竜王で子どもを育てたい、竜王の教育を受けさせたい

と思っていただき、若い世代が定住していただけるよう、教育力の向上を図って

まいります。具体的に申し上げますと、一人一人に寄り添うきめ細やかな指導や

支援を充実させること、学校園自主公開事業により、竜王町の教育の魅力と強み

をアピールすること、就学前から中学校まで、一貫した英語教育を実施すること、

プログラミング教育を実施すること等々でございます。 

次に、「発信力」では、町民皆さんから活力を発信していただける仕組みを構

築していくとともに、竜王ブランドを全国へ発信してまいります。具体的に申し
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上げますと、魅力ある農産物を真のブランドとするための支援の充実、大型商業

施設に来られるお客様を、町内観光地へ誘導できるような工夫、また、道の駅を

核とした観光振興を許可することなどでございます。 

次に、「拠点整備」では、中長期的な構想といたしまして、役場周辺のコンパ

クトシティ化を視野に入れつつ、皆さんと十分議論しながら、教育・福祉機能の

集約化や中心核へのアクセスなど、ネットワークの強化の取り組みを検討し、進

めてまいりたいと考えております。 

次に、２本目の柱の、「安心して暮らし続けられるまち創り」に挙げました

「公共交通」では、高齢になっても、買い物や病院に通えるように公共交通、移

動手段の確保について、また、路線バスの利用促進を図り、子育て支援、定住促

進等につながる取り組みを実践してまいります。具体的に申し上げますと、竜王

にふさわしい公共交通のあり方を検討すること、通学定期助成及び路線バスの利

用促進を図ることなどでございます。 

次に、「子育て支援」では、安心して子どもを産み、育てられる環境づくりと

子育て支援の充実を図ってまいります。具体的に申し上げますと、平成２９年１

０月から中学校卒業までの子どもの医療費の無償化を行いましたけれども、それ

をしっかり継続することや子ども・子育て世代への経済的支援についても行って

まいりたいというふうに考えておるところでございますし、また、幼稚園におい

ても、３歳児の預かり保育を継続実施すること、また、出産のお祝い品等を充実

していくことなどを考えておるところでございます。 

次に、「健康福祉」では、健康寿命の延伸や居場所づくり、地域で支え合うし

くみづくりをより一層進めてまいります。具体的に申し上げますと、高齢者等の

課題を地域の課題として捉え、地域支え合いしくみづくりモデル事業を継続して

まいります。高齢者のスポーツを奨励、本町の健康課題についての知識や取り組

みを進めるなどいたしまして、健康寿命の延伸を目指し、健康づくりに向けた取

り組みを一層支援してまいります。 

次に、「総合防災」では、防災情報システムの構築と自主防災組織の機能強化

の支援に取り組んでまいります。具体的に申し上げますと、より安全な避難経路

の見直しを地域の皆さんと進めていくこと、竜王町に合った強靭な防災情報シス

テムの構築を進めていくこと、日野川沿岸住民の皆様の生活の安全及び災害防止

に万全を期すための取り組みを強化してまいる等々でございます。 

また、平成３０年度において、本町に有する潜在的な可能性を引き出し、地域
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に活力を与えられる事業にも取り組んでまいります。 

主な事業といたしまして、まず、自治会向けの助成金として、さまざまな世代

が笑顔で暮らし続けられるよう、地域共生社会の実現を目指して、新たな統合型

交付金として、未来につなぐまちづくり交付金を創設いたします。 

次に、地域おこし協力隊事業につきましても、新たな隊員を募集し、まるごと

「スキヤキ」プロジェクトを推進するとともに、定住・定着を図ってまいります。 

次に、スポーツクライミング普及啓発事業といたしまして、２０２４年に滋賀

県で開催されます国民体育大会に向けての、本町での開催予定のスポーツクライ

ミング競技誘致の機運醸成とボルダリング競技の魅力や楽しさを町内に発信して

まいります。 

次に、「スポーツが地域を元気にする」という言葉を合い言葉に、１人でも多

くの町民の皆さんの参加による運動会、「ドラゴンピック２０１８」を開催する

ことにより、スポーツを通じて健康で活力あるまちづくりを推進してまいります。 

これらの方針を実行するために、平成３０年度の予算編成に当たりましては、

平成３０年度の財政見通しとして、歳入面においては、平成２９年度に法人町民

税等の税収が大幅に増加したため、普通交付税については不交付団体となる見込

みでございます。 

しかしながら、普通交付税及び臨時財政対策債の減収分を補えるだけの町税は

現時点では見込めないと考え、一方、歳出面においては、社会保障関連経費をは

じめとする経常的経費が引き続き増加すると見込んでおるところでございます。 

そうした中、平成３０年度一般会計当初予算案につきましては、明るく元気で

活力あふれる強いまち、次世代に誇れる竜王町を創る施策を加速させていくため

に、必要な予算といたしまして、平成２９年度から開始している重点プロジェク

トを力強く推進しつつ、将来のまちづくりに向けた投資を、計画的かつ効果的に

行うとともに、問題解決のための施策への集中、予算配分の重点化に取り組み、

「活力あるまち創り」、「安心して暮らし続けられるまち創り」を２本柱として、

重点配分をいたしたところでございます。 

各施策については、新年度予算案を御審議いただく中で説明をさせていただき

たいと思っておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

最後となりますが、この方針のもと、さまざまな取り組みの目的を見定め、積

極的に挑戦し続ける１年となるよう、一丸となって取り組んでいる所存でござい

ます。現場重視の姿勢を大切にし、町民皆さんの声をしっかりと受けとめ、全力
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を尽くして町政発展のため努めてまいりますので、議員皆様方の各段の御指導と

御協力をはじめ、町民皆様方のより一層の御理解と御支援を賜りますようお願い

申し上げ、平成３０年度に当たっての行政執行方針といたします。どうもありが

とうございました。 

○議長（小森重剛） 甲津教育長。 

○教育委員会教育長（甲津和寿） 議員の皆さん、こんにちは。本日からの平成３

０年第１回竜王町議会定例会、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、私のほうから、平成３０年度の竜王町教育行政の基本方針を申し述

べさせていただきます。 

今日、さまざまな分野において、世界情勢は刻々と変化しています。我が国に

おいても、高度情報化、最先端技術化、国際化が一層進むなど、社会全体が日進

月歩で変化しています。 

特に最近顕著となってきているのは、知識・情報・技術をめぐる変化の早さが

加速度的となり、社会的変化が人間の予測を超えて進展するようになってきてい

ることです。これからの時代は、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、

多様な人々と協働しながらさまざまな社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り

拓き、持続可能な社会を自ら創造していくことのできる人材が強く求められてい

ます。 

こうした人材の育成に向けて、私たちは、教育の果たすべき役割が極めて大き

いことをしっかりと認識し、１０年先からおおよそ３０年先を見越して、教育に

よる人づくり、まちづくりを進め、人生１００年時代を見据えた日本の未来を展

望していかなくてななりません。 

このような大局観に立って、各学校の教育課程を編成する基準である次期学習

指導要領は、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有

し、社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を

育む」ために、「社会に開かれた教育課程」の実現を求めています。 

また、人生１００年時代、超スマート社会の到来など、社会の大きな転換点に

あって生涯学習の重要性が一層高まってきていることから、教育行政全体の取り

組みを通じて生涯学習社会の実現に努めることが求められています。 

そこで、学校教育と社会教育が連携・融合し、より横断的・総合的なビジョン

に基づく教育行政を推進していく必要があります。 

本町としても、変化の激しい社会をたくましく生き抜き、豊かな人生を切り拓
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いていくために必要な資質や能力を育む教育を、学校教育と社会教育の両面から

力強く押し進めてまいります。 

推進に当たっての基本目標は、「竜王町の未来を拓く心豊かでたくましい人づ

くり」とし、合言葉を「教育でキラリと光る竜王のまちづくり」とします。この

合言葉の中の「キラリ」には、「竜王ならではの教育、竜王だからこそできる教

育、県内外に自信を持って発信できる竜王の教育」を目指していきたいという願

いを込めています。 

この合言葉を具現化する礎となる基本理念は、「不易流行」です。つまり、時

代の変化がいかようであろうと、決しておろそかにできない本質的なものを大事

にしながらも、時代の潮流を見据え、将来を展望しながら、変えるべきものは変

える、変化をおそれず挑戦することを基本理念としていきます。 

この基本目標を、合言葉、基本理念を踏まえて、５つの行動指針を定めます。 

行動指針その１、「個人の力と組織力を生かし教育の質を高める」、その２、

「国や県の情報や動向を教育施策に反映する」、その３、「「キラリ」を意識し

て情報発信、アピールに努める」、その４、「ＰＤＣＡサイクルを回し改善に努

める」、その５、「実践過程を大事にしながら結果にも拘る」、この行動指針に

基づき、学校教育と社会教育を車の両輪として、乳幼児から高齢者の願いに寄り

添う教育の推進に努めます。 

まず、学校教育においては、「変化の激しい社会をたくましく生き抜く力を育

む学校教育」の推進を目標に、次の３つの重点目標を定めます。 

その１、「たくましく生き抜く力を育む学校・園教育の推進」、その２、「子

どもの健やかな成長を支える子育て支援の充実」、その３、「子どもの力を引き

出し伸ばす教職員の実践力の向上」。 

主な取り組みとしましては、本年４月から実施される新しい幼稚園教育要領、

保育所保育指針を踏まえて、乳幼児期から小中学校までの接続を一層重視し、小

学校以降とのつながりに考慮しながら、より質の高い就学前教育を推進してまい

ります。 

小中学校においては、新学習指導要領への移行期間であることをしっかりと踏

まえた教育活動を推進してまいります。また、生きて働く知識・技能の習得など、

新しい時代に求められる資質や能力を育成するために、主体的・対話的で深い学

び、いわゆるアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善に一層努めるととも

に、創意工夫による地域に根差したカリキュラムマネジメントの実現に努め、一
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人一人の児童生徒の学びに向かう力、人間性の涵養に努めます。 

さらに、地域に開かれ、地域とともに歩む学校・園づくりを目指し、町内小中

学校のコミュニティスクール化を促進するとともに、家庭や関係機関との連携を

一層深め、幼児児童生徒の安全安心を確保していきます。 

具体的内容としましては、基礎基本の徹底と応用力の育成、就学前から中学ま

での一貫した竜王町らしい英語教育の推進、特別の教科道徳授業の充実、自尊感

情や愛郷心を育む教育の充実、プログラミング学習など新たな価値を創造する教

育の推進、学校給食等を通じての食育の推進、運動能力・技術の向上に資する教

育の充実に積極的に取り組んでまいります。 

こうした取り組みを力強く進めていくために、引き続き各学校・園に指導者や

支援員を配置し、個に応じたきめ細かな指導や支援ができる体制を整えてまいり

ます。さらに、教職員が児童生徒と向き合う時間を一層確保したり、より質の高

い授業を実施したりできるよう、学校組織の体制整備に努めます。 

また、学校・園現場への指導主事のタイムリーな派遣や教職員の資質向上を目

指す研修会の開催、教育研究奨励事業、学校力を高める学校・園自主公開アピー

ル事業等に精力的に取り組んでまいります。 

次に、社会教育においては、「豊かな人生を自ら切り拓いていくための資質や

能力を育む社会教育」の推進を目標に、次の５つの重点目標を定めます。 

その１、「心豊かでたくましい青少年の健全育成」、その２、「全ての人が生

き生きと学べる生涯学習の推進」、その３、「次代への継承をめざす文化財保護

の充実」、その４、「明るく住みよいまちづくりをめざす人権教育の推進」、そ

の５、「スポーツの日常化をめざす健康体力づくりの推進」。 

主な取り組みといたしましては、生涯学習課と学校教育課、公民館、学校・園、

福祉部門が連携を密にして、家庭教育の重要性とその内容の啓発に努めます。ま

た、関係機関、団体と連携して、青少年の健全育成や心豊かでたくましい人材の

育成に努めます。 

また、高度情報化が急激に進む中、インターネット社会を取り巻くさまざまな

問題が発生していることをしっかりと受けとめ、町教育フォーラムをはじめとし

た研修会や講座を通して、情報通信機器の上手な使い方等に対する町民ぐるみの

呼びかけや望ましい使い方キャンペーン等が展開できるよう、家庭、地域、学

校・園、関係機関、各種団体が一体となった取り組みを進めてまいります。 

公民館、図書館においては、さまざまな世代の人が生き生きと学んだり、活動
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したりできる場となるよう、講座や教室の一層の充実に努めるとともに、発想の

転換や創意工夫により新たな取り組みの創出に努めます。 

竜王町の特色ある取り組みとして根づいている幼小中学校への地域学校協働本

部（学校応援団）と公民館の連携による地域づくりと人材育成、図書館と学校と

の密接な連携による学齢期の読書活動の充実、若者の行事やイベントへの自主的

参画等についても、一層充実発展するよう取り組んでいまいります。 

町民の文化活動の推奨や文化財保存活動の推進、地域の歴史に親しむ機会の提

供を踏まえながら、竜王町の文化の姿やありようを整理してまいります。 

スポーツ関連においては、２０２４年開催の滋賀国体をしっかりと視野に入れ、

滋賀国体競技誘致の機運醸成と竜王町開催内定種目であるスポーツクライミング

の普及啓発に、具体的かつ積極的に取り組んでまいります。 

また、２年に一度開催の町民運動会を「地域の活力創出事業」として位置づけ、

実行委員会とともに活気と熱気に溢れた大会となるよう工夫してまいります。 

これまで申し述べましたさまざまな取り組みに対し、ＰＤＣＡサイクルをしっ

かりと回し、着実に推進していくために、教育委員会においては、教育委員会議

や教育委員研修の一層の充実、教育委員会と教育委員会事務局、町長部局との連

携強化に努めてまいります。 

結びに、「竜王町の未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」という大きな志

を高く掲げ、「教育でキラリとひかる竜王のまちづくり」を合い言葉に、関係者

一同一丸となって全力で取り組んでまいる所存でございますので、議員の皆様方

をはじめ、町民の皆様方の倍旧の御指導・御鞭撻・御支援をお願い申し上げ、平

成３０年度の教育行政基本方針の説明とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

○議長（小森重剛） 以上で、行政執行方針、並びに教育行政基本方針の表明を終

結いたします。 

それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第 ２号 竜王町有線放送施設の設置および管理に関する条例 

日程第 ４ 議第 ３号 竜王町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条 

            例 

日程第 ５ 議第 ４号 滋賀竜王工業団地維持管理基金条例 

日程第 ６ 議第 ５号 竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例 
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日程第 ７ 議第 ６号 竜王町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運 

            営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議第 ７号 竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議第 ８号 竜王町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 議第 ９号 竜王町国民健康保険事業、財政調整基金の設置、管理およ 

            び処分に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 議第１０号 竜王町介護保険条例の一部を改正する条例 

日程第１２ 議第１１号 竜王町指定居宅介護支援の事業者の指定ならびに指定居宅 

            介護支援等の事業の人員および運営に関する基準を定める 

            条例 

日程第１３ 議第１２号 竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および 

            運営に関する基準を定める条例 

日程第１４ 議第１３号 竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設 

            備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに 

            係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を 

            定める条例 

日程第１５ 議第１４号 竜王町指定介護予防支援の事業者の指定に関し必要な事項 

            ならびに指定介護予防支援等の事業の人員および運営なら 

            びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な 

            支援の方法に関する基準を定める条例 

日程第１６ 議第１５号 竜王町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１７ 議第１６号 竜王町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一 

            部を改正する条例 

日程第１８ 議第１７号 竜王町産業振興にかかる特別措置に関する条例の一部を改 

            正する条例 

日程第１９ 議第１８号 竜王町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の一部を 

            改正する条例 

日程第２０ 議第１９号 竜王町山面工業団地地区計画の区域内における建築物の制 

            限に関する条例の一部を改正する条例 

日程第２１ 議第２０号 竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

日程第２２ 議第２１号 平成２９年度竜王町一般会計補正予算（第９号） 

日程第２３ 議第２２号 平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 
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            定）補正予算（第３号） 

日程第２４ 議第２３号 平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第４号） 

日程第２５ 議第２４号 平成２９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第４ 

            号） 

日程第２６ 議第２５号 平成２９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第２７ 議第２６号 平成２９年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            ２号） 

日程第２８ 議第２７号 平成２９年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

○議長（小森重剛） 日程第３ 議第２号、竜王町有線放送施設の設置および管理

に関する条例から日程第２８ 議第２７号、平成２９年度竜王町水道事業会計補

正予算（第３号）までの２６議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま、一括上程いただきました議第２号から議第２７号

までの２６議案につきまして、順を追って提案理由を申し上げます。 

議第２号、竜王町有線放送施設の設置および管理に関する条例につきましては、

平成２９年度末をもって竜王町有線放送農業協同組合が解散することに伴い、町

が部分継承する有線放送施設の設置および管理に関して必要な事項を定めるため、

条例を制定するものでございます。 

次に、議第３号、竜王町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

につきましては、雇用保険法等の一部を改正する法律による地方公務員の育児休

業等に関する法律の一部改正等に伴い、地方公務員の育児休業制度について国家

公務員に準じた改正が行われたこと等から、条例の一部改正を行うものでござい

ます。 

次に、議第４号、滋賀竜王工業団地維持管理基金条例につきましては、滋賀竜

王工業団地内における施設等の維持管理の財源とすることを目的に基金を設置す

るため、条例を制定するものでございます。 

次に、議第５号、竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例につきましては、

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部を改正する政令が施行されるに

当たり、砂利採取法に基づく砂利採取計画に関する事務に係る手数料が見直され

たため、条例の一部改正を行うものでございます。 
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次に、議第６号、竜王町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につきましては、特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に伴い、また地域

の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関

する法律が施行されることに伴い、引用法令の条項にずれが生じるため、条例の

一部改正を行うものでございます。 

次に、議第７号、竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例につきまして

は、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正す

る法律による国民健康保険法の一部改正により、市町村が行う国民健康保険事務

を定めること、その他の所要の規定を改正するため、条例の一部改正を行うもの

でございます。 

次に、議第８号、竜王町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきまし

ては、今ほど議第７号で説明しました同様の法改正により、国民健康保険税の課

税額の定義が変更となるため、また、この変更により、町は、県より示された納

付金を納付するために必要な課税額等を算出した結果、税率等を改定する必要が

あるため、条例の一部改正を行うものでございます。 

次に、議第９号、竜王町国民健康保険事業、財政調整基金の設置、管理および

処分に関する条例の一部を改正する条例につきましては、こちらも議第７号で説

明しました同様の法改正により、財政運営の責任主体は県に移行することとなり、

町は医療費の急騰に備える必要性がなくなるため、条例の一部改正を行うもので

ございます。 

次に、議第１０号、竜王町介護保険条例の一部を改正する条例につきましては、

平成３０年度から平成３２年度までの第１号被保険者の介護保険料について、現

行第６期の基準額５，６００円から５，９００円に改定するものでございます。 

また、その他、所要の規定を改正するため、条例の一部改正を行うものでござ

います。 

次に、議第１１号、竜王町指定居宅介護支援の事業者の指定ならびに指定居宅

介護支援等の事業の人員および運営に関する基準を定める条例につきましては、

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に

関する法律による介護保険法の一部改正に伴い、平成３０年４月１日から指定居

宅介護支援事業者の指定等の権限が県から市町村へ移行されるため、条例を制定

するものでございます。 
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次に、議第１２号、竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および

運営に関する基準を定める条例につきましては、地域包括ケアシステムの強化の

ための介護保険法等の一部を改正する法律のうち、平成３０年４月１日施行の内

容に係る省令が改正予定であり、本条例の基準としている指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準が一部改正されることに併せて省令

を引用する内容へ変更するため、既存の条例の全部改正を行うものでございます。 

次に、議第１３号、竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例につきましては、指定居宅サービ

ス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令が公布さ

れ、本条例の基準としている指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準が一部改正されたことに伴う省令を引用する内容へ

変更するため、既存の条例の全部改正を行うものでございます。 

次に、議第１４号、竜王町指定介護予防支援の事業者の指定に関し必要な事項

ならびに指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例につき

ましては、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一

部を改正する省令が公布され、本条例の基準としている、指定介護予防支援等の

事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準が一部改正されたことに併せて省令を引用する内容へ変

更するため、既存の条例の全部改正を行うものでございます。 

次に、議第１５号、竜王町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

につきましては、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の

一部を改正する法律による高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴い、

住所地特例が見直されるため、条例の一部改正を行うものでございます。 

次に、議第１６号、竜王町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一

部を改正する条例につきましては、土地改良法等の一部を改正する法律による土

地改良法の一部改正に伴い、引用している条項にずれが生じたため、条例の一部

改正を行うものでございます。 

次に、議第１７号、竜王町産業振興にかかる特別措置に関する条例の一部を改

正する条例につきましては、多様な産業の振興を促進するため、施設を新設、ま
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たは増設する事業者に対し奨励措置を講じておりますが、対象となる期間を拡大

することで、今後、さらに企業誘致の推進を図るため、条例の一部改正を行うも

のでございます。 

次に、議第１８号、竜王町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の一部を

改正する条例につきましては、道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の一

部を改正する命令が一部改正され、標識の番号にずれが生じたため、条例の一部

改正を行うものでございます。 

次に、議第１９号、竜王町山面工業団地地区計画の区域内における建築物の制

限に関する条例の一部を改正する条例につきましては、都市緑化法等の一部を改

正する法律による建築基準法の一部改正に伴い、項ずれが生ずるため、条例の一

部改正を行うものでございます。 

次に、議第２０号、竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

につきましては、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が一部改

正され、同政令の規定を引用する本条例においても、損害補償の算定基礎となる

額の加算額等について改める必要があり、条例の一部改正を行うものでございま

す。 

次に、議第２１号、平成２９年度竜王町一般会計補正予算（第９号）につきま

しては、現在、お認めをいただいております補正予算（第８号）までの歳入歳出

予算額が、６２億４７６万７，０００円でございます。 

今回、この総額に歳入歳出それぞれ９億３，６２０万１，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ７１億４，０９６万８，０００円とい

たしたいものでございます。 

主な内容といたしましては、歳入におきまして、法人町民税、固定資産税、自

動車取得税交付金、前年度繰越金の増額、個人町民税、町たばこ税、地方消費税

交付金、財政調整基金繰入金の減額をさせていただくもの等でございます。 

歳出におきましては、各事業において、年度末を前に既に執行が終わった予算

残額の減額、または決算見込みによる減額のほか、担い手確保・経営強化支援事

業補助金の追加及び財政調整基金、公共施設維持管理基金積立金等各種基金への

積み立てをするため増額させていただくもの等でございます。 

また、これに加えて、国の補正予算に係るものや事業の進捗の遅延等により、

平成２９年度末までに事業が完了できない見込みとなっているもの等について、

当該事業を翌年度に繰り越して執行させていただきたく、繰越明許費の補正措置



- 20 - 

を、また、平成３０年度当初予算に先立ち、平成２９年度中に事業に係る事務処

理を行う必要がある事業について、債務負担行為の補正措置を、最後に地方債の

追加、変更につきましても補正措置をお願いするものでございます。 

次に、議第２２号、平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）補正予算（第３号）につきましては、現在お認めをいただいております補正

予算（第２号）までの歳入歳出予算額が１５億６，８２５万７，０００円でござ

います。今回、この総額から歳入歳出それぞれ１，２７７万８，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１５億５，５４７万９，０００円

といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳入におきまして、保険給付費に対す

るルール分の負担として、国庫支出金の療養給付費等負担金２，７３７万円等の

減額でございます。 

また、共同事業交付金が２，４５２万４，０００円、基金繰入金が１，０３６

万７，０００円、前年度からの繰越金が２，４０７万５，０００円のそれぞれ増

額でございます。 

歳出においては、執行見込みにより、一般被保険者療養給付費３，０７０万円

の増額、額の確定により後期高齢者支援金等が８０６万８，０００円、共同事業

拠出金が２，００７万３，０００円のそれぞれ減額等でございます。 

次に、議第２３号、平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）補正予算（第４号）につきましては、現在お認めをいただいております補正

予算（第３号）までの歳入歳出予算額が、医科８２０万円、歯科５，４４７万７，

０００円でございます。 

今回、この総額のうち、医科の歳入について、６７万７，０００円を組替え、

歯科の歳入歳出それぞれ５０５万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、

歳入歳出それぞれ医科８２０万円、歯科５，９５３万２，０００円といたしたい

ものでございます。 

補正予算の主な内容といたしまして、医科におきましては、歳入について、繰

越金６７万７，０００円を予算化したことにより、財政調整基金からの繰り入れ

を一部減額するための組替えでございます。 

歯科におきましては、歳入につきまして、繰越金７００万６，０００円の増額

でございます。 

歳出につきましては、歳入による繰越金の増額分を財源として、財政調整基金
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積立金５２４万１，０００円の増額でございます。 

次に、議第２４号、平成２９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第４

号）につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第３号）までの

歳入歳出予算額が、６億８,４８２万９，０００円でございます。今回、この総

額から歳入歳出それぞれ２９万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、

歳入歳出それぞれ６億８，４５３万７，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳入では、一般会計からの繰入金４２

０万円の減額でございます。 

歳出では、下水道事業経営戦略策定支援業務委託料７５６万円及び公共下水道

ＢＣＰ策定業務委託料５９５万１，０００円の減額、財政調整基金積立金１，２

８７万４，０００円の増額等でございます。 

次に、議第２５号、平成２９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号）

につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第３号）までの歳入

歳出予算額が、９億３，２６７万４，０００円でございます。今回、この総額か

ら歳入歳出それぞれ３５１万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳

入歳出それぞれ９億２，９１５万９，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、居宅介護サービスの利用の増加に伴い、

居宅介護サービス給付費３４５万２，０００円、介護給付費準備基金積立金９３

４万１，０００円等を増額、また、施設介護サービス利用の減少に伴い、施設介

護サービス給付費５５２万５，０００円等の減額でございます。 

次に、議第２６号、平成２９年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第１号）まで

の歳入歳出予算額が、９，６７７万円でございます。今回、この総額に歳入歳出

それぞれ１７１万２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それ

ぞれ９，８４８万２，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、決算見込みによりまして、後期高齢者

医療広域連合納付金１７７万２，０００円の増額でございます。 

次に、議第２７号、平成２９年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号）につ

きましては、平成２９年度竜王町水道事業会計の第３条で定めました収益的収入

の既決予定額３億６，８３０万円に、今回１５４万円を追加し、３億６，９８４

万円に、収益的支出の既決予定額３億７，１２２万円から、今回４９万９，００

０円を減額し、３億７，０７２万１，０００円に、また、第４条で定めました資
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本的収入の既決予定額１億５，６０９万３，０００円から、今回２，６４８万４，

０００円を減額し、１億２，９６０万９，０００円に、資本的支出の既決予定額

２億２，２５５万２，０００円から、今回２，６１２万１，０００円を減額し、

１億９，６４３万１，０００円とさせていただきたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、収益的収入につきましては、営業外収

益の長期前受金戻入といたしまして、受贈財産評価額３５０万円を増額いたした

いものでございます。 

また、収益的支出につきましては、総係費といたしまして、人件費等につきま

して、６０８万５，０００円を減額するものでございます。 

資本的収入につきましては、企業債といたしまして、１，９００万円減額し、

資本的支出につきましては、建設改良費といたしまして、鏡地先他配水管布設替

工事等に伴います工事請負費２，００６万９，０００円を減額するものでござい

ます。 

また、資本的収入額が資本的支出額に対し不足いたしますので、第４条括弧書

きで定めております補てん財源につきましても改正させていただくとともに、第

６条に定めております企業債の限度額、第３条の人件費補正に伴いまして第８条

の改正、さらに、第３条の補助金補正に伴いまして第９条を改正させていただき

たいものでございます。 

以上、議第２号から議第２７号までの２６議案につきまして、提案理由を申し

上げたところでございますが、議第２１号につきましては、詳細について担当課

長から説明させますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小森重剛） 川嶋総務課長。 

○総務課長（川嶋正明） ただいま、町長から、議第２１号、平成２９年度竜王町

一般会計補正予算第９号について、提案理由の説明があったわけでございますが、

さらにその内容について、お手元配付の提出議案説明資料３４ページの平成２９

年度（平成３０年）３月補正予算概要により説明させていただきます。 

今回の補正予算の主なものといたしまして、３５ページ中段の「（２）歳出補

正予算の主なもの」から御説明をさせていただきます。 

今回の補正予算の内容につきましては、年度末を前に既に執行が終わった予算

残額の減額、または、決算見込みによる減額補正が多くなっておりますが、追

加・増額補正も盛り込んでおりますので、資料には、ポイントとなる追加、また

は増額の項目と減額のうち金額の大きいものを掲載しております。 
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まず、総合庁舎管理事業（燃料費等）７３万円につきましては、例年より寒さ

が厳しいため、庁舎暖房用の重油の消費が増加していることなどから増額するも

のでございます。 

次の備品購入費３１万７，０００円及び総合庁舎維持修繕事業（修繕費）６５

万５，０００円につきましては、来年度に向け、職員の座席変更等に伴う机等の

購入及び庁舎の電話機移設等に係る経費を計上しております。 

続きまして、交通安全施設整備工事、コミュニティ助成事業助成金、自ら考え

自ら行うまちづくり事業助成金、若者交竜コーディネーター事業委託料、ふるさ

と納税推進強化業務委託料は、それぞれ執行見込みによる減額でございます。 

次に、コミュニティバス運行委託補助金５４万円の増額は、運行に係る経常経

費が当初より増加したことにより、また、次の生活交通路線維持費補助金３３０

万１，０００円につきましては、近江八幡市との負担割合の変更に伴い増額する

ものでございます。 

次の町税過年度過納還付金１２０万円の減額につきましては、執行見込みから

減額するものでございます。 

次の臨時福祉給付金の７１７万円の減額につきましては、最終の申請期限を１

月３１日としており、期間終了に伴う減額でございます。 

次に、自立支援給付費９００万円及び補助具扶助費１００万円の増額につきま

しては、サービス利用者の増加、また、手帳取得者の増加に伴い増額させていた

だくものでございます。 

続きまして、障害者福祉関係補助金過年度還付事業につきましては、障害者自

立支援医療費負担金及び給付費負担金について、精算の結果、過大交付となって

おり、還付することとなりましたので、それぞれ追加するものでございます。 

次の国保特別会計（事業勘定）繰出金２５８万４，０００円の減額は、国民健

康保険特別会計事業勘定の決算見込みにより減額するものです。 

次の紙おむつ購入費助成金２３万２，０００円の増額は、対象者の増加及び支

給上限額変更者の増加に伴い増額するものでございます。 

次の福祉医療扶助費９６６万円の減額は、今後の執行見込みから減額するもの

でございます。 

介護保険特別会計繰出金１２７万４，０００円の減額は、介護保険特別会計の

決算見込みにより減額するものでございます。 

後期高齢者医療負担金２４７万５，０００円の減額は、滋賀県後期高齢者医療
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広域連合で会計処理している、滋賀県全体の後期高齢者に係る医療費に変更があ

ったため減額するものでございます。 

ページ変わりまして、子ども・子育て支援システム改修業務委託料７５万円に

つきましては、保育士の処遇改善に伴い、システム処理をしております支弁台帳

の改修をしていく必要があるため追加するものでございます。 

次の過年度地域子ども・子育て支援交付金国庫支出金返還金につきましては、

子ども・子育て支援交付金の額の確定について、精算の結果、過大交付となって

おり、還付することとなりましたので追加するものでございます。 

次の保育所運営費、児童手当、妊婦健診事業委託料、墓地等整備事業補助金に

ついては、それぞれ執行見込みによる減額でございます。 

次の農業委員会委員報酬１５６万９，０００円の増額につきましては、県から

の交付金が追加で割り当てられたため増額させていただくものでございます。 

次の農地集積協力助成金及び経営体育成支援事業補助金ついては、それぞれ執

行見込みによる減額でございます。 

続きまして、担い手確保・経営強化支援事業補助金１,７２９万６，０００円

につきましては、国の補正予算（第１号）を受けまして、農業用機械・施設の導

入支援を行うため追加するものでございます。 

魅力ある農業の創生推進報償費５０万円の増額につきましては、他事業で余剰

となった地方創生推進交付金の振り替えを行い、その範囲内で増額するものでご

ざいます。 

環境保全型農業直接支払交付金４７３万円の増額は、今後の執行見込みから増

額するものでございます。 

次の県営日野川土地改良事業負担金１９６万円の増額につきましては、国の補

正予算（第１号）を受けまして、事業費を増加し、県営事業が実施されますこと

から、町の負担金分も増額するものでございます。 

次の有害鳥獣駆除防護柵設置補助金６４万６，０００円の減額は、事業実施に

際し、防護柵が非常に安価で購入することができたことから、国からの補助金で

事業費の大部分を賄えたことにより、本町からの補助金を減額するものです。 

次の住宅及び企業立地施策配水管布設替工事及び定住促進住宅新築・リフォー

ム助成事業助成金の減額は、執行見込みにより減額するものでございます。 

下水道特別会計繰出金（公共）３６８万９，０００円の減額は、下水道事業特

別会計の決算見込みにより減額するものです。 
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次の総合運動公園長寿命化計画策定業務委託料１４０万円の減額は、執行見込

みにより減額するものでございます。 

竜王インター周辺地区整備費については、執行見込みにより減額するもので、

その主な内容については資料に記載のとおりでございます。 

次の消火栓設置工事負担金及び防災情報システム基本設計業務委託料の減額に

つきましては、執行見込みより減額するものでございます。 

次の臨時職員賃金（教委事務局費・一般管理）２２２万円の増額は、教育委員

会で雇用している嘱託職員の退職による欠員を臨時職員で対応したため、増額す

るものでございます。 

次の竜王小学校教育振興事業・竜王西小学校教育振興事業（消耗品費）７２万

円につきましては、来年度から道徳が教科に組み入れられるため、指導書の購入

経費として増額するものでございます。 

次の臨時職員賃金（学校支援地域本部事業）１１６万７，０００円につきまし

ては、文部科学省の受託事業として実施しております学校現場業務改善加速事業

の経費で賄うことができましたので、当該事業においては減額するものでござい

ます。 

次の財政調整基金積立金７億１，６１２万９，０００円、公共施設維持管理基

金積立金６，０００万円、災害対策基金積立金２，９９８万４，０００円につき

ましては、町民税法人税割について、当初予算見積時に比べ、想定以上に多く収

入できたこと、また、町有地の売払による収入から、その一部を、今後、施設の

長寿命化等に要する財源へ充当するため公共施設維持管理基金へ、また、不測の

災害時に要する財源へ充当するため、災害対策基金へそれぞれ積み立てを行い、

さらに余剰となった分を財政調整基金へ積み立てするものでございます。 

次の減債基金積立金４１７万４，０００円につきましては、本年度６月の補正

予算におきまして、町有地の売払金を小口地先の市街化区域内の道路整備及び配

水管の布設替え経費の一部に充当しつつ、大半を減債基金へ積み立てる内容とさ

せていただいたところであります。今回の３月補正予算におきまして、充当事業

を減額させていただくことから、減額した一般財源分につきまして、この基金へ

積み立てするものでございます。 

次の竜王町立竜王小学校改築基金積立金１，０００万円につきましては、平成

２９年度当初予算編成時において、財政状況が厳しいことから、例年３，０００

万円積み立てを実施しているところを１，０００万円減額して予算計上しており
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ましたので、今回その分を増額するものでございます。 

次に、再生可能エネルギー等導入促進基金積立金８３万４，０００円の増額は、

太陽光パネル設置により、設置前と設置後の安くなった電気代相当額を積み立て

るため増額するものです。この安くなった差額相当額と売電収入をこの基金に積

み立てておき、同設備の更新時における財源といたします。 

次の竜王町有線放送施設管理等基金積立金３，６６０万円の追加につきまして

は、今年度末をもって解散されます竜王町有線放送農業協同組合において、施設

の改廃に係る資金として積み立てをされていた分について寄付を受ける予定であ

り、同資金をもって最終的に施設を処分していくため、積み立てを行うものでご

ざいます。 

次の滋賀竜王工業団地維持管理基金積立金２億円の追加につきましては、今定

例会におきまして、新規条例として上程しております内容と関連があるものでご

ざいまして、工業団地内の施設等の今後の不定期の維持管理分の財源として、土

地開発公社から協力金としていただいた分を積み立てるものでございます。 

次に公共土木施設災害復旧事業（重機等借上料）２２０万円の減額につきまし

ては、先の１月補正の際に災害廃棄物処理事業を計上させていただき、会計処理

上更正しましたので、当該分を減額するものでございます。 

次に人件費補正の６６４万９，０００円の減額の主な要因は、勧奨退職に係る

差額負担金等を増額する一方で、育児休業取得等による人件費を減額したことよ

るものです。 

続きまして、歳入補正予算の主なものについて御説明させていただきます。 

資料戻っていただきまして、概要資料３４ページをご覧ください。 

このうち、町民税の個人、法人、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税、地方

消費税交付金及び自動車取得税交付金につきましては、それぞれの収入見込みに

よる増額及び減額でございます。特に町民税の法人につきましては、本年度多額

の納税をいただきました分につきまして、今回予算計上させていただくため大幅

な増となっております。 

また、保育所運営費負担金２０７万４，０００円の減額につきましては、保育

園の入所を年度当初から予定されていた保護者の方が、育児休業の延長等により

入所月がおくれたこと等により、減額するものでございます。 

次の国庫支出金について、障害者自立支援給付費負担金５２３万８，０００円

については、自立支援給付費の今後見込みにより増額、児童手当負担金３７２万
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８，０００円は、充当対象となる歳出予算の執行見込みに伴う減額、子ども・子

育て支援システム改修補助金７５万円の追加は、子ども・子育て支援システム改

修業務委託料の財源となるものでございます。 

次の県支出金も、充当対象となる歳出予算の増額、または減額によるものが大

多数ですが、農業委員会費交付金の増額については、歳出の際に御説明いたしま

したとおり、追加で交付されるため増額するものでございます。 

次の土地売払収入２，３９０万円につきましては、須惠の町有地の一部を年度

末までに売り払う予定をしていることから、増額するものでございます。 

次の一般寄附金３,６６０万円の増額につきましては、竜王町有線放送農業協

同組合からの寄附をいただく分として増額するものでございます。 

財政調整基金繰入金２億２，４９６万９，０００円の減額は、法人町民税を多

く収入できたことから、当初予算に計上しておりました全額を減額いたします。 

これにより、現時点の残高であります約３億を維持することができ、なおかつ、

先ほど歳出の際に御説明をさせていただきました財政調整基金への積立額を加え

ますと、今年度末の同基金の残高は、１０億円強となるところでございます。 

次に、公共施設維持管理基金繰入金及び未来につなぐふるさと交竜基金繰入金

の減額は、充当する歳出の減額に伴い減額するものです。 

コミュニティ助成事業助成金３６０万円の減額は、歳出におけるコミュニティ

助成事業助成金と同額の減額であります。 

３５ページに移りまして、後期高齢者医療負担金等返還金４１０万４，０００

円は、平成２８年度市町負担金額の精算に伴い返還されるため、増額するもので

ございます。 

児童発達支援事業等収入１６２万２，０００円は、竜王町子ども療育事業所に

おける児童発達支援等事業収入の増により増額するものでございます。 

竜王インター周辺地区整備協力金１億５，９８７万８，０００円の増額は、歳

出における竜王インター周辺地区整備費の減に伴う分及び滋賀竜王工業団地内の

施設について、今後の不定期管理分として収入する分との差額によるものです。 

埋蔵文化財発掘調査費の５７０万７，０００円の減額は、対象となる事業が年

度末までに見込みがないことから減額するものです。 

次の市町村振興協会市町村交付金７８２万２，０００円の増額は、収入見込み

による増額でございます。 

最後に、前年度繰越金は、予算化をしていなかった５，２８５万２，０００円
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の増額でございます。 

引き続きまして、町債でございますが、基幹水利施設保全管理事業債１９０万

円の増額につきましては、県営日野川土地改良事業負担金を増することに伴い増

額するものでございます。 

次の田園資料館施設整備事業債２０万円の増額は、事業費に充当できる割合を

精査した結果、増額するものです。 

次の地方道路等整備事業債から墓地緑化等環境整備事業債までの５項目につき

ましては、対象事業の減額に伴い減額するものでございます。 

次の道路橋梁災害復旧債３４０万円につきましては、１２月補正予算において、

災害復旧事業として須惠窪野線の本復旧工事を計上しておりました財源として追

加するものでございます。 

引き続きまして、３７ページに移りまして、繰越明許費補正（追加）でござい

ますが、平成３０年度へ繰り越して実施する５つの事業を掲載しております。 

これらは、国の補正予算に係るものや事業の進捗の遅延等により、平成２９年

度末までに完了できない見込みとなっているもの等について繰り越しをお願いす

るものでございます。 

続きまして、債務負担行為補正（追加）でございます。公共交通利用促進事業

及びスー・セー・マリー市友好親善使節団派遣事業につきまして、平成３０年度

当初予算に先立ち、平成２９年度中に事業に係る事務処理を行う必要があるため

追加するものでございます。 

また、地方債補正（追加･変更）につきましては、先ほど歳入の中で御説明さ

せていただきましたので割愛させていただきます。 

以上、まことに簡単ではございますが、平成２９年度竜王町一般会計補正予算

（第９号）の概要を申し上げ、説明といたします。 

○議長（小森重剛） ここで、午後２時４５分まで暫時休憩いたします。 

休憩 午後２時２７分 

再開 午後２時４５分 

○議長（小森重剛） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２９ 議第２８号 平成３０年度竜王町一般会計予算 

日程第３０ 議第２９号 平成３０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）予算 
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日程第３１ 議第３０号 平成３０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）予算 

日程第３２ 議第３１号 平成３０年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

日程第３３ 議第３２号 平成３０年度竜王町介護保険特別会計予算 

日程第３４ 議第３３号 平成３０年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第３５ 議第３４号 平成３０年度竜王町水道事業会計予算 

日程第３６ 議第３５号 平成３０年度竜王町下水道事業会計予算 

○議長（小森重剛） 次に、日程第２９ 議第２８号、平成３０年度竜王町一般会

計予算から日程第３６ 議第３５号、平成３０年度竜王町下水道事業会計予算に

ついてまでの８議案を、一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま、一括上程いただきました議第２８号から議第３５

号までの８議案につきまして、提案理由を申し上げます。 

議第２８号、平成３０年度竜王町一般会計予算につきましては、一般会計予算

の総額は､歳入歳出総額それぞれ５５億２，３００万円と定めるものでございま

す。 

平成３０年度予算に係ります基本的な方針等は、先ほど述べました行政執行方

針のとおりでございまして、重点施策プロジェクトを力強く推進しつつ、「活力

あるまち創り」、「安心して暮らし続けられるまち創り」を２本柱として予算を

重点配分いたしましたので、これらの主な内容について申し上げます。 

まず、「活力あるまち創り」といたしましては、１点目に、若者定住対策と雇

用の促進を図るため、町内の企業が活動しやすい環境づくりや企業誘致を能動的

に実施していきます。 

２点目に、教育の充実という面では、町費による各種支援員等を配置し、一人

一人に寄り添うきめ細かな指導や支援を充実、また、新たな取り組みとして、プ

ログラミング的思考を育成するため、魅力的な授業等を行うための事業費を計上

しております。 

３点目に、竜王ブランドを全国発信していくため、本町が誇る農産物を真のブ

ランドとして創生することを目指した、魅力ある農業の創生事業を拡充していき

ます。 

４点目に、３０年後の竜王町のグランドデザイン作成に向け、農村型コンパク
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トシティ検討事業を新設いたします。 

次に、「安心して暮らし続けられるまち創り」といたしましては、１点目に、

公共交通や移動手段を確保するため、路線バスの利用促進を図り、子育て支援、

定住促進等につながる取り組みを実践するため、公共交通利用促進社会実験事業

を新設いたします。 

２点目に、安心して子どもを産み、育てられる環境づくりと子育て支援の充実

を図るため、小中学生医療費無償化事業、軽自動車購入助成事業などを継続して

まいります。 

３点目に、健康寿命の延伸、居場所づくりの推進を図るため、本町の健康課題

であります糖尿病及び高血圧などの予防のために、知識の普及や取り組みを進め

る事業を新設いたします。 

４点目に、防災情報システムの構築等を充実していくため、平成３１、３２年

度に整備予定である、防災行政無線等についての実施設計経費に係る経費を計上

しております。 

また、日野川の抜本的改修等を早期に実現するため、国・県への要望等を行う

事業費を計上しております。 

これらの事業の実施によりまして、まちの抱える課題の解決に向けて積極的に

取り組み、「明るく元気で活力溢れる強いまち竜王町」、「次世代に誇れるまち

竜王町」の実現に向けて、町行政が一丸となり、着実に各施策を進めさせていた

だくとともに、議員各位の格別の御理解と御協力を賜りながら、鋭意取り組んで

まいりたいと存じます。 

次に、議第２９号、平成３０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）予算につきましては、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２０億４，

６９０万円と定めるものでございます。 

平成３０年度は国保制度改革初年度であり、財政構造が大きく変わること等が

影響し、前年度当初予算と比較いたしますと、７億６９０万円の増額、率にしま

すと５２．８％の増となるものでございます。 

歳入につきましては、平成３０年度より、国民健康保険事業費納付金制度の開

始に伴い、国民健康保険税率の改定を行うことから、２億９，００９万７，００

０円とし、前年度に比べ４，４８７万５，０００円の増額、県支出金をルールに

従い見込ませていただいております。 

今後とも、適正な事務処理を行い、医療費の適正化に努めるとともに、税の公
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平性の観点からも引き続き未納対策にも努めてまいります。 

次に、議第３０号、平成３０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）予算につきましては、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、医科７７

０万円、歯科５，４５０万円と定めるものでございます。 

前年度当初予算と比較いたしますと、医科につきましては５０万円の減額、率

にしても６．１％の減となり、歯科につきましては１１０万円の増額、率として

２．１％の増となるものでございます。 

医科につきましては、平成３０年度から３年間、指定管理者制度による管理運

営を行い、地域医療の充実を図ってまいります。 

歯科につきましては、これまでどおり歯科保健センターを中心に予防啓発に努

め、外来診療を中心に、早期予防、並びに早期治療に取り組んでまいります。 

また、住民福祉部門内でしっかりと連携し、保健事業や介護予防事業にも積極

的に取り組んでまいりたいと考えております。 

次に、議第３１号、平成３０年度竜王町学校給食事業特別会計予算につきまし

ては、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５，９４０万円と定めるもので

ございます。 

前年度当初予算と比較いたしますと、１４０万円の減額で、率にいたしますと

２．３％の減としております。 

歳入といたしましては、給食負担金を５，９２９万６，０００円計上いたして

おります。歳出といたしましては、給食にかかる資材費等でございます。 

次に、議第３２号、平成３０年度竜王町介護保険特別会計予算につきましては、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ９億１，５５０万円と定めるものでご

ざいます。歳出につきましては、今般改訂を行いました竜王町介護保険事業計画

のサービス見込み量から算定した給付費及び事業費の積算を行い、９億１，５５

０万円とし、前年度から比べて４，７７０万円の増額、率にして５．５％の増と

しております。 

歳入につきましては、平成３０年度より介護保険料改定を行うことから、第１

号被保険者保険料を２億１，００３万４，０００円とし、前年度に比べ４１２万

６，０００円の増と見込んでおります。 

今後とも、介護保険制度を持続可能なものとし、適正な介護サービスが受けら

れるよう健全な財政運営を行い、地域で安心して暮らすことができるまちづくり

を目指してまいりたいと考えております。 
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次に、議第３３号、平成３０年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算につきま

しては、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、１億５２０万円と定めるも

のでございます。 

前年度当初予算と比較いたしますと、８７０万円の増、率にして９．０％の増

となるものでございます。 

歳入の主な内容につきましては、後期高齢者保険料は７，４８７万１，０００

円で、前年度と比べて６６６万９，０００円の増額でございます。 

次に、歳出の主な内容につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金は１億

４６万７，０００円で、前年度と比べて５４２万７，０００円の増額でございま

す。 

次に、議第３４号、平成３０年度竜王町水道事業会計予算につきましては、収

益的収入の予定額を３億６，４６０万８，０００円及び収益的支出の予定額を３

億６，２２２万８，０００円、資本的収入の予定額を１億１，０２１万８，００

０円及び資本的支出の予定額を１億８，２１０万円と定めたいものでございます。 

水道事業につきましては、ライフラインの基盤整備として、今日的な課題であ

る管路施設について、年次計画による改良を進め、安全で安心な水道水の供給が

できるよう一層の努力を行ってまいります。併せて、経営の健全化と、施設の効

率的な維持管理に努め、さらに公営企業としての経済性を発揮するよう一層の努

力をいたすものでございます。 

次に、議第３５号、平成３０年度竜王町下水道事業会計予算につきましては、 

平成３０年４月１日より地方公営企業法の一部を適用し、特別会計から公営企

業会計に移行いたします。水道事業同様に企業経営の視点から、より一層の効率

化に努めてまいります。 

下水道事業の収益的収入の予定額を５億８，３８３万６，０００円及び収益的

支出の予定額を５億３，１３８万５，０００円、資本的収入の予定額を３億３，

２２５万６，０００円及び資本的支出の予定額を５億３，０９８万９，０００円

と定めたいものでございます。 

下水道事業につきましては、資産等の財務や経営状況が明確化になりますので、

経営基盤の強化を図りながら、施設の効率的な維持管理に努め、投資的経費の平

準化等を行い、さらなる町民サービスの強化を目指してまいります。 

以上をもちまして、議第２８号から議第３５号までの８議案につきまして説明

を申し上げたところでございますが、議第２８号、議第２９号、議第３０号、議
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第３２号、議第３４号及び議第３５号の詳細につきまして、順次各担当課長から

説明させますので、よろしく御審議を賜り御承認をいただきますようお願い申し

上げ、提案理由といたします。 

○議長（小森重剛） 川嶋総務課長。 

○総務課長（川嶋正明） ただいま、町長から、議第２８号、平成３０年度竜王町

一般会計予算について提案理由の説明があったわけでございますが、さらにその

内容について、お手元に配付いたしております提出議案説明資料４２ページの、

平成３０年度当初予算案（一般会計）概要に基づき御説明申し上げます。 

平成３０年度の一般会計の総額は、５５億２，３００万円でありまして、前年

度に比べまして６，３００万円の減、率にいたしますと１．１％の減といたしま

した。 

これの主な要因といたしましては、滋賀竜王工業団地整備に係る事業がほぼ完

了となり、２億４，０００万円の減と大きく減少となるものの、地方創生推進交

付金を活用した竜王近江牛等特産品発信事業等、また、将来に向けた投資として、

公共交通利用促進事業、防災情報通信設備整備事業等を実施していくため、微減

となったところでございます。 

厳しい財政状況ではあるものの、将来に向けた投資を行っていくため、積極予

算として編成しているところでありまして、予算を重点配分しました事業を御説

明いたします。 

４２ページ中段以下をご覧ください。 

まず、「活力あるまち創り」の１つ目として、「工業団地等への企業誘致を契

機として若者定住対策と雇用の促進」を図るため、町内の企業が活動しやすい環

境づくりや企業誘致を能動的に実施し、まちの振興に繋げていく「企業立地推進

事業」として９５万６，０００円、次に、定住促進と子育て支援を対象とし、助

成することで定住化を図る、「定住促進住宅新築・リフォーム助成事業」に７０

０万円を計上しております。 

「活力あるまち創り」の２つ目として、「竜王で子どもを育てたいという教育

の充実」を目指して、町費による各種支援員等を町内校園に配置し、一人一人に

寄り添うきめ細かな指導や支援の充実を図る「一人ひとりの子どもがキラリと輝

く「きめ細かな教育」推進事業」を、昨年より拡充し５，９０８万５，０００円、

次に、就学前から中学校までの一貫した竜王らしい英語教育を推進する「グロー

バル化に対応した英語教育」に７７６万１，０００円、次に、プログラミング的
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思考を育成するため魅力的な授業や教材の開発を行うため、新たに「プログラミ

ング学習推進事業」として３６万８，０００円、次に、「教師力・学校力アップ

事業」として昨年より拡充し、６７万６，０００円をそれぞれ計上しております。 

「活力あるまち創り」の３つ目として、「竜王ブランドを全国へ発信」してい

くため、国の地方創生推進交付金を最大限活用し、本町の魅力ある農産物を真の

ブランドとして創生するための支援として、「魅力ある農業の創出事業」を昨年

より拡充し、５００万円、次の「竜王近江牛等特産品発信事業」についても昨年

より拡充し、２，４００万円を計上しております。 

「活力あるまち創り」の４つ目として「教育・福祉機能の集約化やネットワー

ク機能の強化」を図るため、３０年後の本町のグランドデザイン作成等の経費と

して、「農村型コンパクトシティ検討事業」を新設し、５００万円を計上してお

ります。 

続きまして、２つ目の柱として位置づけております、「安心して暮らし続けら

れるまち創り」に向けた内容でございます。 

１つ目として、「公共交通や移動手段を確保」するため、４３ページに移りま

して、これまでの高齢者支援の側面のみならず、子育て支援、定住促進等につい

ても目的とした中で、社会実験も合わせて実施し、住民ニーズも探るため、「公

共交通利用促進社会実験事業」を新設し、通学定期補助や路線バス夜間運行業務

の実施経費として、１，１１０万円を計上しております。 

「安心して暮らし続けられるまち創り」の２つ目として、「安心して子どもを

産み、育てられる環境づくりと子育て支援の充実」を図るため、昨年１０月から

実施しております、小学生から中学校卒業までの医療費の無償化を継続していく

「小中学生医療費無償化事業」に２，７７５万１，０００円、次に、子育て世帯

の支援を特に目的とし、軽自動車購入の助成を行う、「子育て応援軽自動車購入

助成事業」に１０８万８，０００円を計上しております。 

「安心して暮らし続けられるまち創り」の３つ目として、「健康寿命の延伸と

居場所づくりの推進をより一層強化」を図るため、昨年度に引き続き、「地域支

え合いしくみづくりモデル事業」に８２万円、次に、地域福祉コーディネーター

の配置による地域丸ごとの支え合いしくみづくりのため、「地域福祉コーディネ

ーター配置事業」を例年より拡充する３８１万８，０００円、次に、本町の健康

課題である糖尿病及び高血圧などを予防し、健康寿命のさらなる延伸を図るため、

「健康ベジ７チャレンジ」を新設し、８７万２，０００円を計上しております。 
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「安心して暮らし続けられるまち創り」の４つ目として、「防災情報システム

の構築と自主防災組織の機能強化」を図るため、平成３１、３２年度に整備予定

である、防災行政無線等に係る「防災情報通信設備整備事業」を新設し、１，０

００万円、次に、地域防災計画について、法改正等も踏まえ、現状にあった計画

へ見直しを行うため、また、近年の災害を踏まえ、職員の対応マニュアルについ

ても見直しを行うための、「町防災計画作成事業」として７０４万４，０００円、

次に、日野川沿川住民の生活の安全を期すため、「日野川改修促進等国県事業要

望強化事業」を拡充し、日野川の抜本的改修など早期の実現を目指し、国県への

要望等を強化し実施していく経費として、２３６万７，０００円を計上しており

ます。 

続きまして、「地域の活力創出事業」としまして、地域に活力を与える事業に

ついて、竜王町未来につなぐふるさと交竜寄附金を一部活用し、実施していく事

業につきまして掲載しております。 

今ほどまで説明させていただきました内容と重複する事業につきましては、省

略をさせていただきます。 

まず、未来につなぐまちづくり交付金 １，５１３万円につきましては、さま

ざまな世代が笑顔で暮らし続けられる地域共生社会の実現を目指して、新たな統

合型交付金を創設するものになります。 

次に、地域おこし協力隊事業４８０万円につきましては、新たに地域活性化に

意欲のある都市住民を受け入れ、まるごと「スキヤキ」プロジェクトを推進する

とともに、定住・定着を図るためのものでございます。 

次に、戸籍住民登録費１３万円につきましては、出生届や婚姻届出等をされる

方々を祝福し、よき記念となるよう、窓口に記念撮影用のロールスクリーンスタ

ンドを設置することで、本町へ興味を持ってもらい、竜王町に住みたい、住み続

けたいと思ってもらえるきっかけづくりとするものでございます。 

次に、ふるさと納税推進費・ふるさと納税推進強化事業３，８７１万１，００

０円、２６８万２，０００円につきましては、「竜王町未来につなぐふるさと交

竜寄附金」がより多く寄附されるよう、町内の特産品等のＰＲを行うものでござ

います。 

次に、ドラゴンピック２０１８開催事業２００万円につきましては、一人でも

多くの町民の参加による運動会を開催することにより、スポーツを通じて健康で

活力あるまちづくりを推進していくものでございます。 
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次に、スポーツクライミング普及啓発事業２１０万１，０００円につきまして

は、２０２４年に滋賀県で開催される国民体育大会に向けて、本町で開催予定の

スポーツクライミング競技誘致の機運醸成とボルダリング競技の魅力や楽しさを

町内に発信することにより、町民のスポーツへの興味・関心を高めるためのもの

でございます。 

歳入におきましては、平成２９年度決算見込みをもとに、国や県の動きも考慮

に入れつつ、町税において、平成２９年度当初予算から約３億４，２００万円の

増、率にして１２．５％の増といたしました。 

一方で、地方交付税と臨時財政対策債を併せて、対前年度当初予算から５億円

減としております。また、歳出削減・歳入確保に努めてもまだ不足する所要の財

源のため、財政調整基金から５億１，１８０万円を取り崩す予算を計上しており

ます。これにより、平成３０年度末の同基金残高は、５億１，３００万円程度に

なる見込みであります。 

続いて、議案書７１ページをご覧ください。 

第２表債務負担行為につきましては、６つの項目において、それぞれ限度額の

設定をお願いするものであります。 

次に、７２ページの第３表地方債につきましては、１０事業の総額１億３，４

４０万円について、それぞれ限度額の設定をお願いするものでございます。 

また、ページ戻りまして６４ページの第４条、地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借り入れ最高額につきまして、その上限を２０億円

として定めるものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２８号、平成３０年度竜王町一般

会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 森岡住民課長。 

○住民課長（森岡道友） 続きまして、議第２９号、平成３０年度竜王町国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）予算につきまして、その内容を御説明申し上げま

す。 

お手元の竜王町特別会計の歳入歳出予算に関する説明書、３ページからご覧い

ただきたいと思います。 

歳入ですが、１ページめくっていただきまして、国民健康保険税は２億９，０

０９万７，０００円で、前年度と比較いたしますと４，４８７万５，０００円の

増額となります。 
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県支出金につきましては、新設いたしました保険給付費等交付金が１６億８，

２００万１，０００円でございます。 

このうち普通交付金が１６億６，８７７万５，０００円で、これは、町が行う

保険給付に要する費用の全額について県から交付を受けるものでございます。 

また、特別交付金が１，３２２万６，０００円でございます。このうち、保険

者努力支援制度については、医療保険者が行う医療費適正化等の取り組みに対す

る国の支援分として１，０００円、特別調整交付金分（市町村分）については、

従来の国費の特別調整交付金分で６５０万円、県繰入金（２号分）については、

従来の県費の特別調整交付金分で４３１万１，０００円、特定健診等負担金は、

医療保険者に義務づけられている特定健康診査について、その費用の国と県の負

担分として２４１万４，０００円を計上しております。 

６ページの一般会計繰入金は７，２９８万８，０００円で、前年度と比べて２

０７万３，０００円の増額でございます。 

７ページの繰越金は１０万１，０００円で、前年度と比べて１，２９０万円の

減額でございます。 

８ページの諸収入、雑入につきましては、７５万７，０００円で、前年度と比

べて２万４，０００円の減額でございます。また、平成３０年度からの新しい財

政構造に合わせ、国庫支出金、療養給付費等交付金、前期高齢者交付金、共同事

業交付金については、廃止となります。 

次に、歳出でございます。 

１１ページをご覧ください。 

総務管理費につきましては、１，１０９万４，０００円を計上しております。

内容といたしましては、被保険者証の印刷発行等の一般事務経費、国保連合会電

算レセプト処理手数料、制度改正に伴うシステム改修経費、国保連合会負担金な

どで、前年度と比べて１５６万４，０００円の増額でございます。 

１１ページから１２ページにかけまして、徴税費につきましては、３２４万１，

０００円、前年度と比べて１，０００円の減額でございます。 

運営協議会費につきましては３９万８，０００円で、前年度と比べて１１万２，

０００円の増額でございます。 

次に、国保の本体部分であります保険給付費でございます一般被保険者療養給

付費につきましては、１２億７，７６３万９，０００円を計上しております。こ

れは、就学前までの方は８割、就学後から７０歳未満の方は７割、７０歳から７
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５歳までの方は、原則８割の現物給付でございます。今年度の高額疾病に係る医

療費の増加を考慮し、前年度と比べて５億８，４７０万７，０００円の増額でご

ざいます。 

退職被保険者等療養給付費につきましては、２，１７４万５，０００円を計上

しております。被保険者数の減少により、前年度と比べて２２万３，０００円の

減額でございます。 

１３ページの一般被保険者療養費につきましては、７３９万２，０００円、退

職被保険者等療養費につきましては１２万円、審査支払手数料につきましては２

１２万円でございます。 

高額療養費につきましては、一般被保険者高額療養費は３億５，４２５万４，

０００円で、前年度と比べて２億６，０９９万２，０００円の増額、退職被保険

者等高額療養費は５２３万９，０００円で、前年度と比べて３８万６，０００円

の減額でございます。 

一般被保険者高額介護合算療養費及び１４ページの退職被保険者等高額介護合

算療養費につきましては、前年度と同額でございます。 

葬祭諸費につきましては９５万円、移送費につきましては２万円、１５ページ

の出産育児諸費につきましては３７８万２，０００円で、いずれも前年度と同額

でございます。 

平成３０年度から新設します、国民健康保険事業費納付金につきましては、医

療給付費分が２億３，０２１万５，０００円、１６ページの後期高齢者支援金等

分が７，９６４万２，０００円、介護納付金分が２，０７６万１，０００円でご

ざいます。 

１７ページの共同事業拠出金につきましては、その他共同事業拠出金が３，０

００円でございます。 

保健事業費につきましては、４０歳以上の被保険者に対する特定健康診査等の

実施が医療費保険者に義務づけられており、特定健康診査等事業費は１，８０３

万７，０００円、１８ページの保健衛生普及費は、国保若年層に対する健康診査

等の実施分として、６００万５，０００円でございます。 

基金積立金は１０万円、財政調整基金の利息分でございます。 

１９ページの諸支出金の償還金及び還付加算金は、１２４万３，０００円、繰

出金は、歳入で国から収入しました特別調整交付金を施設勘定（歯科）予算へ繰

り出すもので、１５０万円でございます。 
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２０ページの予備費につきましては１００万円とし、平成３０年度から保険給

付費の増加に備える必要性がなくなるため、必要最小限の計上としております。 

また、平成３０年度からは、共同事業拠出金、後期高齢者支援金等、前期高齢

者納付金等、老人保健拠出金、介護納付金が廃止となります。 

今後も、健康推進課とともに、国保被保険者の健康づくりや保健事業の推進及

び情報提供など健康づくりの支援をさせていただき、もって、健康寿命の進展と

医療費の適正化に努め、国保財政健全運営に取り組みたいと考えております。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２９号、平成３０年度竜王町国民

健康保険事業特別会計（事業勘定）予算の概要の説明とさせていただきます。 

続きまして、議第３０号、平成３０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施

設勘定）予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

竜王町特別会計の歳入歳出予算に関する説明書２７ページをご覧いただきたい

と思います。 

医科につきましては、指定管理者制度により、管理運営を医療法人社団弓削メ

ディカルクリニックに実施していただきます。 

まず、歳入でございますが、財産収入につきましては３９万２，０００円で、

財政調整基金の利息と保険調剤薬局への普通財産の貸し付けによるものでござい

ます。 

財政調整基金繰入金につきましては、平成３０年度の指定管理料を支払うため

の費用及び諸経費の財源として、７２０万６，０００円を計上しております。 

歳出でございますが、２９ページの総務費につきましては、７００万５，００

０円を計上しております。内訳として、６５０万円が指定管理料でございます。 

医療用機械器具としまして、修理費の１０万円を計上しております。 

基金積立金は８万７，０００円で、財政調整基金の利息分でございます。 

医科診療所では、平成２９年度に引き続き指定管理者制度を活用し、民間の医

療機関のお力をお借りしまして、さらに地域住民の健康保持増進と疾病予防、早

期発見、早期治療に努めるとともに、保健・福祉・医療の連携を図りながら地域

に根差した安定した医療・保健事業に努めてまいります。 

次に、歯科でございますが、まず、歳入につきまして、３５ページの外来収入

は、診療所運営の主要な収入として４，１８４万９，０００円を計上し、３６ペ

ージの介護サービス収入につきましては、９３万４，０００円を計上しておりま

す。 
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事業勘定繰入金の１５０万円は、歯科保健センター運営に対する国庫補助分に

関する事業勘定からの繰入金でございます。 

一般会計繰入金につきましては、４０５万円でございます。 

３７ページの財政調整基金繰入金につきましては、３７万３，０００円でござ

います。歳出でございますが、３９ページから４１ページにかけて、総務費とい

たしまして、歯科診療所の施設管理費及び町民皆様の歯科保健を担っております

歯科保健センターの管理費として、４，３０７万１，０００円を計上しておりま

す。 

次に、４２ページの医業費につきましては、１，０９０万円を計上しておりま

す。基金積立金につきましては、１万９，０００円で財政調整基金の利息分でご

ざいます。 

本年度も、保健行政や地域、学校、家庭、町内開業医との連携をとりながら、

乳幼児から高齢者までの全町民を対象に、健康づくりは、「健康な歯から」、

「治療より予防」を合い言葉に、診療業務と併せて各ライフステージに合った歯

科保健事業に努めてまいります。 

さらに、在宅医療や糖尿病ケアにおいて、医科と歯科の連携は大変重要であり、

圏域連携も視野におきながら、事業推進に取り組んでまいります。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第３０号、平成３０年度竜王町国民

健康保険事業特別会計（施設勘定）予算の概要を申し上げ説明とさせていただき

ます。 

○議長（小森重剛） 間宮福祉課長心得。 

○福祉課長心得（間宮泰樹） 続きまして、議第３２号、平成３０年度竜王町介護

保険特別会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

お手元配付の竜王町特別会計の歳入歳出予算に関する説明書の５９ページ、６

０ページをご覧いただきたいと思います。 

まず、歳入でございますが、６１ページ保険料につきまして、６５歳以上の第

１号被保険者保険料で、日本年金機構などで年金から徴収されます特別徴収保険

料や普通徴収保険料で、２億１，００３万４，０００円、前年度に比べ４１２万

６，０００円の増となっており、平成３０年度からの介護保険料改定に伴う増額

分を含みます。 

国庫支出金につきましては、介護給付費負担金が１億６，００４万円、ページ

をめくっていただきまして６２ページ、調整交付金が２，３５７万７，０００円、
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地域支援事業交付金の介護予防事業が１７９万５，０００円、包括的支援事業・

任意事業が１，０６７万１，０００円のそれぞれルール分を計上しております。 

支払基金交付金は、第２号被保険者の保険料を原資に、介護給付費交付金が２

億３，３４７万７，０００円、地域支援事業支援交付金が２４２万１，０００円

を計上しております。 

県支出金は、介護給付費負担金が１億２，０９６万３，０００円、地域支援事

業交付金の介護予防事業が１１２万円、包括的支援事業・任意事業が５３３万４，

０００円の、それぞれルール分を計上しております。 

６３ページの財産収入は、介護給付費準備基金の運用利子５万円を計上してお

ります。 

繰入金につきましては、一般会計からの繰り入れとして１億２，６９６万２，

０００円を計上しており、その内訳は、介護給付費繰入金が１億８０５万７，０

００円、その他一般会計繰入金が１，２４５万３，０００円、ページめくってい

ただきまして６４ページ、地域支援事業繰入金の介護予防事業が１１１万８，０

００円、包括的支援事業・任意事業が５３３万４，０００円でございます。 

第１号被保険者保険料の軽減を目的とする介護給付費準備基金からの繰り入れ

として、１，９０４万７，０００円を計上しております。 

次に、歳出でございます。 

６６ページをご覧ください。 

総務管理費が１２４万１，０００円、徴収費が１３５万３，０００円でござい

ます。 

６７ページに移りまして、介護認定に要する主治医意見書や認定調査委託費用、

要介護認定申請に基づく認定調査や主治医意見書により要介護度を審査するため

に共同設置しております介護認定審査会への負担金などを、介護認定審査会費と

して６２７万９，０００円を計上しております。 

６８ページに移りまして、保険給付費でございますが、要介護認定を受けられ

た方々の居宅介護サービス、施設介護サービス、地域密着型介護サービスなどの

介護サービス等諸費が８億１，４１１万８，０００円、６９ページに移りまして、

要支援認定を受けられた方々の介護予防サービス、介護予防サービス計画などの

介護予防サービス等諸費が１，７２２万円、７１ページに移りまして、高額介護

サービス等費が１，０７３万２，０００円、特定入所者介護サービス等費が２，

０４２万８，０００円、７２ページに移りまして、高額医療合算介護サービス等
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費が１３１万円２，０００円、その他経費を含め、保険給付費全体で８億６，４

７６万３，０００円を計上しており、前年度に比べ４，９１９万８，０００円の

増となっております。 

７３ページの地域支援事業費につきましては、介護予防・生活支援サービス事

業費が８８０万５，０００円でございます。 

また、一般介護予防事業費につきましては、１５万３，０００円でございます。

地域の介護予防活動の支援、リハビリテーションのノウハウの普及にかかるもの

でございます。 

また、７３ページから７５ページまでの包括的支援事業・任意事業費が３，０

９４万７，０００円で、主に地域包括支援センター運営事業費のほか、配食サー

ビス見守り事業や家族介護者支援事業に係る委託料、地域の医療・介護の資源の

把握、在宅医療・介護連携の課題抽出及び対応策の検討等を行う在宅医療・介護

連携推進事業、地域福祉コーディネーターとの連携を図り、地域の互助を高める

生活支援体制整備事業、認知症高齢者等に優しい地域づくりを推進する認知症総

合支援事業に係るものでございます。 

今後も、住民の皆様の健康づくり、特に介護予防の観点を重視した保健福祉サ

ービスの充実に努め、御本人が自立して、地域で安心して老後を送っていただけ

るよう支援をさせていただき、適正な介護保険の運営に努めたいと考えておりま

す。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第３２号、平成３０年度竜王町介護

保険特別会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 込山上下水道課長。 

○上下水道課長（込山佳寛） 続きまして、議第３４号、平成３０年度竜王町水道

事業会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

まず、予算書の１ページ、第２条、業務の予定量といたしまして、給水戸数に

つきまして３，９００戸、年間総配水量につきまして１６７万２，０００立方メ

ートル、１日平均給水量につきまして４，１００立方メートル及び主な建設改良

事業といたしまして、今後の年次計画に基づく管路更新事業を実施するに当たり、

これに係る事業費につきまして１億４，８５０万円をそれぞれ予定するものでご

ざいます。 

次に、第３条予算及び第４条予算につきましては、提出議案説明資料７２ペー

ジの予算の概要によりまして御説明申し上げます。 
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第３条予算でございますが、収益的収入の内訳といたしまして、営業収益が２

億９，８２０万５，０００円、営業外収益が６，６３９万３，０００円、特別利

益が１万円でございます。 

営業収益の主な収入といたしまして、給水収益が２億９，４００万円で、前年

度比較２４０万円の増額でございます。 

営業外収益の主な収入といたしまして、補助金が３，３９８万円で、前年度比

較４４万１，０００円の増額、長期前受金戻入が２，８２４万４，０００円で前

年度比較５８０万９，０００円の減額でございます。 

特別利益の主な収入といたしまして、貸倒引当金戻入益が１万円で、前年度と

同額でございます。 

次に、収益的支出の内訳といたしまして、営業費用が３億４，７２６万６，０

００円、営業外費用が１，４７６万２，０００円でございます。 

営業費用の主な支出といたしまして、県水受水費が１億７，１４５万１，００

０円、減価償却費が７，６７０万２，０００円、人件費が２，６４６万６，００

０円、委託料が４，５３８万２，０００円でございまして、その他の営業費用に

つきましては、ご覧いただいているとおりでございます。 

営業外費用の主な支出といたしまして、支払利息が１，４６５万２，０００円

等でございます。 

さらに、第４条予算でございますが、資本的収入の主な収入といたしまして、

建設改良費に伴います企業債が１億７００万円等でございます。 

資本的支出の主な支出といたしまして、管路布設替工事等の設計委託料及び工

事費に係る改良事業費が１億４，８５０万円、企業債償還金が２，７４０万円等

でございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対しまして７，１８８万２，０００円の

不足となりますが、これにつきましては、建設改良積立金、過年度分及び当年度

分の損益勘定留保資金、並びに当年度分消費税資本的収支調整額で補てんさせて

いただくこととしております。 

次に、予算書の２ページをご覧ください。 

第５条で債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額といたしまし

て、施設保守点検業務を、平成３１年度から３３年度までの期間２，６３０万円

を限度額に、水道管理システム更新及び保守業務を、平成３１年度から３３年度

までの期間７５０万円を限度額に、山中配水池防水工事を平成３１年度とし、４，
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２００万円を限度額とし、第６条で企業債の限度額を１億７００万円に、第７条

で一時借入金の限度額を１，０００万円に、第８条で予定支出の各項の経費の金

額を流用できる場合といたしまして、営業費用と営業外費用との間に、第９条で

議会の議決を経なければ流用することのできない経費といたしまして、職員給与

費２，６４６万６，０００円、交際費２万円、第１０条で一般会計等から受ける

補助金といたしまして３，３９８万円、第１１条でたな卸資産購入限度額を５０

０万円に定めたいものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第３４号、平成３０年度竜王町水道

事業会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

続きまして、議第３５号、平成３０年度竜王町下水道事業会計予算につきまし

て、その内容を御説明申し上げます。 

まず、予算書の１ページ、第２条、業務の予定量といたしまして、接続戸数に

つきまして３，２００戸、年間総処理水量につきまして１４４万４，０００立方

メートル、１日平均処理水量につきまして４，０００立方メートル及び主な建設

改良事業といたしまして、滋賀竜王工業団地への企業誘致に伴い、最大排水量の

確保に向けた下水道整備等を進めるに当たり、これに係る事業費につきまして１

億２，６１０万１，０００円をそれぞれ予定するものでございます。 

次に、第３条予算及び第４条予算につきましては、提出議案説明資料７３ペー

ジの予算の概要によりまして御説明申し上げます。 

第３条予算でございますが、収益的収入の内訳といたしまして、営業収益が１

億８，５０５万１，０００円、営業外収益が３億９，８７８万５，０００円でご

ざいます。 

営業収益の主な収入といたしまして、下水道使用料が１億８，４９１万円でご

ざいます。 

営業外収益の主な収入といたしまして、他会計補助金が２億５，６６６万６，

０００円、長期前受金戻入が１億４，１７２万４，０００円でございます。 

次に、収益的支出の内訳といたしまして、営業費用が４億３，４９３万１，０

００円、営業外費用が９，４１０万９，０００円、特別損失が１８４万５，００

０円でございます。 

営業費用の主な支出といたしまして、委託料が４，４１５万３，０００円、流

域下水道管理運営費負担金等が７，０７０万６，０００円、有形固定資産及び無

形固定資産の減価償却費が２億７，９９９万３，０００円でございまして、その
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他の営業費用につきましては、ご覧いただいているとおりでございます。 

営業外費用の主な支出といたしまして、支払利息が８，３５４万５，０００円

でございます。 

さらに、第４条予算でございますが、資本的収入の主な収入といたしまして、

建設改良費等企業債が２億４，０４０万円、国庫補助金が７，１００万円等でご

ざいます。 

資本的支出の主な支出といたしまして、滋賀竜王工業団地に伴う下水道整備等

に係る管渠築造費が１億４，２６５万１，０００円、流域下水道建設費が２，２

４９万５，０００円、企業債償還金が３億６，５８４万３，０００円でございま

す。なお、資本的収入額が資本的支出額に対しまして１億９，８７３万３，００

０円の不足となりますが、これにつきましては、当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額、当年度分の損益勘定留保資金及び引き継ぎ現金で補てんさせ

ていただくこととしております。 

次に、予算書の２ページをご覧ください。 

第４条の２で特例的収入及び支出といたしまして、当該事業年度に属する債権

及び債務として整理する未収金を３，７５５万円、未払金を６，７８８万２，０

００円と定めたいものでございます。 

３ページに移りまして、第５条で企業債の限度額を、下水道事業が８，４９０

万円、資本費平準化債が１億５，５２０万円、公営企業会計適用債が３０万円、

未利用利子が１，３１０万円に、第６条で一時借入金の限度額を５億円に、第７

条で予定支出の各項の経費の金額の流用といたしまして、営業費用と営業外費用

との間に、第８条で議会の議決を経なければ流用することのできない経費といた

しまして、職員給与費２，８１６万４，０００円、第９条で一般会計等から受け

る補助金といたしまして、２億６，４０８万９，０００円に定めたいものでござ

います。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第３５号、平成３０年度竜王町下水

道事業会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第３７ 議員派遣について 

○議長（小森重剛） 日程第３７ 議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 
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竜王町議会会議規則第１２６条の規定により、お手元に配付のとおり議員を派

遣することにいたしたいと思います。 

なお、緊急を要する場合は、議長においてこれを決定いたしたいと思いますが、 

これに御異議ございませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） 御異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定いた

しました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長に報告していただくようお願いい

たします。 

本日の議事日程は、これで全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後３時４９分 


